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事
者
に
対
す
る
慰
労
金
を
設
け
て

い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
し

か
し
、
本
日
の
要
望
に
も
あ
り
ま

す
が
、
事
業
者
に
対
す
る
助
成
等

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
検
討
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
、
日
々
の
仕

事
を
通
じ
て
、
都
市
環
境
の
維
持

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

私
ど
も
の
要
望
に
、
ご
理
解
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
訴
え

た
。

　

要
望
内
容
の
説
明
は
、
横
田
幹

事
長
が
担
当
。「
要
望
は
大
項
目

で
３
つ
で
す
。
大
項
目
１
は
公
共

建
築
物
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る

要
望
事
項
で
す
」
と
、
ま
ず
昨
年

６
月
の
品
確
法
改
正
に
関
連
し
た

項
目
と
し
て
、「
品
確
法
の
趣
旨

の
徹
底
と
運
営
指
導
」「
厚
生
労

働
省
に
よ
る
調
査
と
公
表
」「
官

公
庁
入
札
資
格
や
総
合
評
価
入
札

の
評
価
項
目
の
導
入
」
に
つ
い
て

説
明
。

　

大
項
目
２
の
「
そ
の
他
の
制
度

改
正
」
で
は
、「
短
時
間
労
働
者

の
社
会
保
険
適
用
拡
大
」
に
関
し

て
、「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は

慢
性
的
な
人
手
不
足
と
人
件
費
高

お
り
ま
す
」
と
、
経
営
環
境
が
さ

ら
に
悪
化
し
た
業
界
の
窮
状
を
説

明
。

　

続
い
て
昨
年
６
月
の
品
確
法
改

正
に
言
及
し
、「
中
川
先
生
を
は

じ
め
、
国
会
議
員
の
先
生
方
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
東
京
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
と
し

ま
し
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
公
共

建
築
物
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る

た
め
の
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
、

改
め
て
支
援
へ
の
感
謝
と
期
待
を

表
明
し
た
。

　

要
望
に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
従

騰
が
続
く
な
か
、
事
業
主
負
担
の

さ
ら
な
る
増
大
は
、
中
小
企
業
を

中
心
と
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
の
経
営
を
直
撃
し
、
雇
用
の
縮

小
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
保
険
適
用

拡
大
に
合
わ
せ
、
補
助
制
度
の
導

入
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
策

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

要
望
。「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、「
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
東
京
都
の
最
低
賃
金
は
据
え

置
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
公
共
工
事
同
様
に
最
低
賃
金
の

ス
ラ
イ
ド
適
用
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
各
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
建
築
物
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
も
、
引
き
上
げ
を
見

越
し
た
予
定
価
格
の
設
定
や
契
約

途
中
で
の
引
き
上
げ
が
徹
底
さ
れ

る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
」
と
訴

え
た
。
さ
ら
に
「
障
害
者
雇
用
へ

の
支
援
策
」
に
つ
い
て
は
、
知
的

障
害
者
を
雇
用
す
る
際
に
必
要
な

費
用
、
入
札
参
加
資
格
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
率
、
障
害
者
が
従
事

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
関
す
る

要
望
を
説
明
。

　

大
項
目
３
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
事

項
」
で
は
、
感
染
症
対
策
費
の
発

注
者
負
担
、
官
公
庁
施
設
の
契
約

変
更
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
現
場

へ
の
支
援
、
警
備
員
教
育
に
つ
い

て
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
横
田
幹
事
長
は
自
民

１　
公
共
建
築
物
等
の

　
　
維
持
管
理
に
関
す
る

　
　
要
望
事
項

　
令
和
元
年
６
月
、
公
共
工
事
の

品
質
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
品
確
法
」と
い
う
）が
改
正
さ
れ
、

第
７
条
第
５
項
に
「
国
、
特
殊
法

人
等
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公

共
工
事
の
目
的
物
の
維
持
管
理
を

行
う
場
合
は
、
そ
の
品
質
が
将
来

に
わ
た
り
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
維

持
管
理
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な

育
成
及
び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、

当
該
目
的
物
に
つ
い
て
、
適
切
に

点
検
、
診
断
、
維
持
、
修
繕
等
を

実
施
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
い
う
規
定
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
品
確
法
の
趣
旨
が

来
年
度
予
算
・
施
策
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
以
下
の
と
お
り
要
望
し

ま
す
。

（
１
）
品
確
法
の
趣
旨
の
徹
底
と

運
営
指
導
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
の
品
確
法
改
正

の
際
に
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に

係
る
発
注
関
係
事
務
の
運
用

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や

「
建
築
物
衛
生
行
政
の
適
正
な

運
営
に
つ
い
て
」
の
通
知
が
発

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
改

正
に
つ
い
て
も
都
道
府
県
、
区

市
町
村
に
対
し
趣
旨
徹
底
の

た
め
、通
知
を
発
出
い
た
だ
き
、

品
確
法
の
適
正
な
運
営
に
関

す
る
指
導
を
徹
底
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
に
よ
る
調
査

と
公
表
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
、
総
務
省
及

び
財
務
省
は
、
毎
年
度
、
入

札
契
約
適
正
化
法
、
品
確
法

に
基
づ
く
公
共
工
事
の
発
注

者
に
よ
る
入
札
契
約
の
適
正

化
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
結
果
を
公

表
し
て
お
り
、
今
年
度
も
国
・

特
殊
法
人
等
・
地
方
公
共
団

２
０
７
６
カ
所
を
調
査
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
に
お
か
れ
て
も
、
役
務

の
調
達
に
関
し
て
調
査
を
実

施
し
、
結
果
の
公
表
を
お
願

い
し
た
い
。

（
３
）
官
公
庁
入
札
資
格
や
総
合

評
価
入
札
の
評
価
項
目
の
導
入

に
つ
い
て

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
よ
う
、
官
公
庁
入
札
資

格
や
総
合
評
価
入
札
の
評
価

項
目
に
、（
公
社
）
全
国
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
認
定

す
る
建
築
物
清
掃
管
理
評
価

資
格
者
（
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
）

制
度
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

認
定
制
度
に
基
づ
く
資
格
者

の
配
置
や
事
業
者
認
定
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
、

各
省
庁
の
連
携
し
た
取
組
み

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
そ
の
他
の
制
度
改
正

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、

労
働
集
約
型
の
業
態
で
あ
り
、

人
件
費
が
高
く
、
高
齢
者
、
女

性
、
障
害
者
の
雇
用
に
よ
っ
て
、

社
会
的
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
中
小
企
業
主
体
の
業
界
で

あ
る
た
め
、
社
会
保
険
の
適
用

拡
大
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

等
に
よ
り
、
経
営
は
大
き
く
影

響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
以
下
の
制
度
改
正
に
つ
い

て
要
望
し
ま
す
。

（
１
）
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保

険
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　

短
時
間
労
働
者
に
対
す
る

社
会
保
険
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
４
月
よ
り

５
０
０
人
以
下
の
企
業
に
お

い
て
も
労
使
が
合
意
す
れ
ば

週
労
働
時
間
20
時
間
以
上
、
月

額
貸
金
８
・
８
万
円
以
上
、
勤

務
期
間
１
年
以
上
を
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
５
日
よ
り

「
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た

め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
、
２
０
２
２
年
10
月
に

１
０
０
人
超
規
模
の
企
業
ま

で
適
用
し
、
２
０
２
４
年
10
月

に
50
人
超
規
模
の
企
業
ま
で

適
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
は
、

高
齢
者
や
女
性
の
雇
用
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
就
労
な
ど
多
様
な

雇
用
の
受
け
皿
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
の
有
効
求
人
倍
率
は
依

然
と
し
て
高
く
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
と
人
件
費
の
高
騰
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
主
負
担
の
更
な
る
増

大
は
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し

た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業

の
経
営
を
直
撃
し
、
結
果
的
に

適
用
対
象
外
で
あ
る
週
20
時

間
未
満
の
短
時
間
労
働
者
の

増
加
、
雇
用
の
縮
小
に
も
繋
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
適

用
拡
大
の
際
は
、
補
助
金
制
度

の
さ
ら
な
る
導
入
・
充
実
な
ど
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
に

と
っ
て
実
効
性
の
あ
る
支
援

策
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
２
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
へ

の
対
応
に
つ
い
て

　

公
共
工
事
契
約
に
関
し
て

は
、
国
土
交
通
省
は
「『
平
成

31
年
３
月
か
ら
適
用
す
る
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ

い
て
』
の
運
用
に
係
る
特
例
措

置
に
つ
い
て
」（
平
成
31
年
２

月
22
日
）
を
公
表
し
、
労
務
単

価
の
改
定
に
伴
う
工
事
請
負

代
金
の
変
更
協
議
に
つ
い
て

特
例
措
置
を
定
め
ま
し
た
。

　

人
件
費
割
合
が
高
く
、
複
数

年
の
契
約
の
多
い
建
築
物
の

維
持
管
理
業
務
に
お
い
て
は
、

労
務
単
価
の
上
昇
を
受
託
者

の
内
部
努
力
で
解
消
す
る
の

は
、
甚
だ
困
難
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

本
年
８
月
、
東
京
都
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
配

慮
し
、
東
京
都
の
最
低
賃
金
を

改
正
せ
ず
据
え
置
く
こ
と
を

東
京
労
働
局
に
答
申
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
、
公

共
工
事
同
様
に
最
低
賃
金
の

ス
ラ
イ
ド
適
用
の
対
象
と
な

る
よ
う
各
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
、
毎
年
度
の

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
見
越

し
た
予
定
価
格
の
設
定
を
す

る
よ
う
制
度
改
正
を
お
願
い

し
た
い
。

党
東
京
都
連
の
質
問
に
応
じ
て
、

ビ
ル
メ
ン
業
界
の
人
手
不
足
、
人

材
採
用
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
実

情
な
ど
に
つ
い
て
補
足
説
明
。
自

民
党
東
京
都
連
か
ら
は
「
人
手
不

足
の
解
消
、
雇
用
の
維
持
、
あ

る
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
、

し
っ
か
り
承
り
ま
し
た
の
で
、
国

政
に
も
都
政
に
も
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
」
と
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
た
。

挨
拶
を
述
べ
る
菅
原
一
秀
衆
議
院
議
員

業
界
の
窮
状
を
説
明
す
る
梶
山
理
事
長

要
望
聴
取
会
の
様
子

要
望
内
容
の
説
明
を
行
う
横
田
幹
事
長

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望

令和3年度
　

以
下
に
「
令
和
３
年
度 

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
」
で
自
民
党
都
連
に
手
交

し
た
要
望
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。


